
■発行日／平成24年11月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町１丁目３−１　http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■編　集／広報室L049−224−8811（市役所代表）O049−225−2171
■印　刷／㈲新広社

広報川越1282

　
「
馬
」
と
聞
く
と
競
馬
な

ど
で
見
か
け
る
「
サ
ラ
ブ
レ

ッ
ド
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
日
本
に
は
古
来
か
ら
の

在
来
馬
が
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
。

　

昨
年
11
月
、
国
指
定
史
跡
河
越
館
跡
に
て
開
催
さ
れ
た

河
越
流
鏑
馬
で
は
、
河
越
氏
が
活
躍
し
て
い
た
鎌
倉
時
代

の
古
式
流
鏑
馬
を
再
現
す
る
た
め
「
和わ

駒ご
ま

」
と
呼
ば
れ
る

日
本
の
在
来
馬
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
和
駒
は
、
野
性
的
で

精
神
的
に
強
く
、
一
度
乗
り
手
を
信
頼
す
る
と
忠
誠
心
を

見
せ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

和
駒
は
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
よ
り
小
型
で
背
が
低
く
、
長

め
の
頭
部
、
太
い
首
と
肢あ

し

が
特
徴
で
、
全
体
的
に
が
っ
し

り
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
腰
が
強
く
、
右
前
足
と
右

後
足
、
左
前
足
と
左
後
足
を
同
時
に
前
に
出
す「
側そ

く

対た
い

歩ほ

」

と
呼
ば
れ
る
歩
き
方
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
上
下
動
の
少

な
い
、
馬
上
か
ら

弓
を
射
る
の
に
適

し
た
歩
き
方
と
言

え
ま
す
。
今
年
の

河
越
流
鏑
馬
は
11

月
17
日
㈯
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
和
駒

を
間
近
で
見
て
み

ま
せ
ん
か
。
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河か
わ

越ご
え

流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
と
日
本
在
来
馬

市
立
美
術
館
に
は
、
誰
で
も

利
用
で
き
る
「
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
作

品
発
表
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

気
軽
に
美
術
作
品
を
観
覧
で
き
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
半
面
利
用

で
の
小
規
模
展
示
や
、
全
面
を
利

用
し
た
本
格
的
な
展
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
要
事
前
予
約
・

利
用
料
）。

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
市
制

施
行
90
周
年
を
記
念
し
、
11
月
28

日
㈬
～
12
月
2
日
㈰
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時（
最
終
日
は
午
後
3

時
ま
で
）に
次
の
展
示
を
実
施
し

ま
す
。
芸
術
の
秋
。
さ
ま
ざ
ま
な

美
術
作
品
に
触
れ
ら
れ
る
、
同
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
観
覧
は
無

料
で
す
。

か
わ
ご
え
の
未
来
予
想
図 

作
文
・

絵
コ
ン
ク
ー
ル

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
の

展
示
。

姉
妹
友
好
都
市
児
童
生
徒
絵
画
展

　

国
内
外
の
姉
妹
友
好
都
市
の
児

童
生
徒
の
絵
画
作
品
の
展
示
。

 花の色が豊
富なパンジ
ー、ビオラは
晩秋から春に

かけて花壇を彩ります。日本では大きな花を咲か
せるものをパンジー、小さな花を多く咲かせるも
のをビオラと呼んでいます。

　川越は県内第1の
パンジー、ビオラの
産地で、その品質は
東京の市場でトップ
クラスの評価を受け
ています。市内の農
家で組織される鉢物

部会会長の坂
さか

本
もと

純
じゅん

一
いち

さん
（今福）は、栽培を始めて
10年目。現在500坪ほど
のハウスで10色のビオラ
を栽培しています。「色が
よく出て、厚みのあるしっ
かりとした花になるよう
に、土づくりや換気などに
気を遣います」と坂本さ
ん。園芸用に育てる場合のコツを聞くと「屋外の
場合、11月下旬頃までに苗を植えると、低温に
耐えて春ごろまで楽しめます」。
　プランターでも簡単に栽培できるパンジー、ビ
オラ。色とりどりの花で自宅を飾ってみませんか。

パンジー、ビオラ8
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この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用し、印刷用の紙へ、リサイクルできます。
私的利用の範囲を除き、記事や写真の無断転載を禁止します。

写真は2枚とも昨年の流鏑馬の様子。馬
を勇壮に見せるため、三懸（さんがい）
と呼ばれる化粧まわしでりりしく馬装
され、迫力ある走りを見せました。

風と光を多く取り込むため、交互
に植えてスペースを確保

黄色が一番人気黄色が一番人気


